










要約:登録在日外国人数は約 122 万人(1991 年末現在)にのぼり、日本で出生した新生児の

1.7%は両親のうち少なくとも一人は外国人である。当然、在日外国人の子女の中には障害

児も含まれており、言語や習慣などが異なるわが国で住んでいるかぎり、外国人であるこ

とと障害をもっているという二つのハンディキャップを背負っている現状である。

このような「国際化」時代の障害児の保健医療福祉のあり方を考えていくために、本年度

は主にわが国における登録在日外国人の統計学的考察を行ない、出生児の 3%弱が何らか

の障害をもつと考えると、現在日本国内に 3-4千人の障害をもつ在日外国人の乳幼児が存

在しているものと推定された。次年度は、日本国内における外国人障害児の出生状況、療

育状況について病院と施設における調査を実施し、外国語による障害児医療やリハビリテ

ーションができる専門家の人的資源調査を行う予定である。最終年度には、それらの結果

に基づき、在日外国人障害児の保健医療福祉に関わる専門職向けのパンフレットなどを作

成する予定である。


